
(単位:千円)

№
基金
該当

内容

1 ②
【継続】依田川と内村川の合流点整備を中心
に市民協働で取組む経費

2 ③
【継続】鹿教湯温泉で開催するウォークフェ
スタに係る経費

3 ⑤
【継続】カネボウから寄贈され復活した消防
車２台等の整備・イベントに係る経費

4 ③⑤
【継続】木曽義仲公の関連史跡・史実を活用
したイベント・観光宣伝に係る経費

5 ⑤
【新規】丸子ファーストビルの雨漏りの対応
として目地防水、外壁塗装等の改修工事

6 ⑤
【新規】霊泉寺温泉共同浴場男子脱衣所改修
工事

7 ④⑥
【新規】（仮称）道の駅まるこに係る整備・
運営事業者募集に係る予定価格等の積算業務

8 ③⑤
【新規】信州国際音楽村公園バラ園の維持管
理に係る経費

(令和7年2月6日の地域協議会以降の新規事業）

№
基金
該当

内容

持寄基金活用事業 該当項目

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

【新規】鹿教湯温泉交流センターから文殊の
湯までの面的整備（案内看板・無料公衆無線
LAN・廃屋撤去）に係る経費

わがまち魅力アップ応援事業

事業名
R7予定
充当額

地域協議会の発案に基づく特色ある事業

地域独自イベント事業 (１)市民まちづくり記念的事業 (２)地域イベント発展的事業

コミュニティの活性化に資する事業　(例)住民協働による事業など

地域資源を利活用した事業

地域課題に対応する事業

9
インバウンド受入環境
整備高度化事業

⑤⑥ 4,359

合併による影響を緩和する措置として必要と思われる事業

霊泉寺温泉共同浴場
管理事業

2,000

道の駅整備事業 11,000

音楽村公園バラ園維持
管理事業

300

旧式消防車関連事業 495

信州丸子木曽義仲祭り
事業

2,000

丸子ファーストビル維
持管理事業

10,000

ふれあいノルディッ
ク・ウォーク開催事業

500

地域振興事業基金（持ち寄り分）充当事業について　

事業名
R7

充当額

依田川リバーフロント
市民協働事業

530

令和7年10月2日
丸子地域協議会

【資料２】



 

インバウンド受入環境整備高度化事業の採択について 

（事業主体：鹿教湯温泉旅館協同組合） 

 

１ 概要 

  鹿教湯温泉旅館協同組合では、人口減少社会において永続的な観光振興を図るために丸子

産業観光課と様々な協議を進めていく中で、今後も増加が見込まれる外国人旅行者の需要

を取り込むべく、インバウンド受入対応についても検討を行ってきた。 

 そのような経過から、鹿教湯温泉旅館協同組合は、観光庁の補助事業である令和７年度観

光振興事業費補助金（インバウンド受入環境整備高度化事業）について申請を行い、令和７

年９月２日に国土交通大臣から計画の認定を受けることとなり、９月１６日に交付決定を

受けた。 

   

２ インバウンド受入環境整備高度化事業（観光庁） 

 目的：特定観光地における訪日外国人旅行者の周遊の促進及び消費の拡大を図るため、公共

交通機関の駅等から個々の観光スポットに至るまでの散策エリアにおける「まちある

き」や広域的な周遊に係る環境整備を面的に進める事業。 

 

３ 内容 

  申 請 者： 鹿教湯温泉旅館協同組合 

  全体事業費： １８，５４２，９００円 

  交付申請額：  ９，８２５，７４０円 

  申 請 内 容： 多言語案内整備及び無料公衆無線 LANの設置、旧亀屋旅館の廃屋撤去 

    ※旧亀屋跡地は旅館協同組合へ所有権移転した後広場等で活用予定 

 

４ 負担割合 

  国（観光庁）      ９，８２５，７４０円（全体事業費の１／２等） 

  鹿教湯温泉旅館協同組合 ４，３５８，５８０円（地元負担分の１／２） 

  上田市         ４，３５８，５８０円（地元負担分の１／２） 

   

５ 負担理由 

  上田市としては丸子温泉郷への誘客に向けた取り組み推進は、重点目標にも位置づけられ 

ていることに加え、旧亀屋旅館は管理不全空家等に指定されるほどの状態にあること及び

市所有の日帰り温泉施設である「文殊の湯」が隣接しており、倒壊した場合、非常に危険で

あることから、景観上及び安全面を考慮し、上田市も地元負担分の１／２等を負担する。 

財源としては、丸子の地域振興事業基金（持ち寄り分）を活用する予定。 

 

６ 今後のスケジュール 

（１） 令和 7年 10月 2日丸子地域協議会での説明・承認 

（２） 令和 7年 12月議会に補正予算として計上 


